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なぜ、「経済」活動をするのか、飢えをみたす、お金をもうける、だけでなく、「さまざまな要

求をみたすための物質的な手

段」に注目し、その手段を使っ

て、欲求をみたす過程を「経

済」とカール・ポランニーは位

置付けました。 

さらにポランニーは、この

「経済」には互酬、再配分、交

換の 3 つの側面があるとして

います。これらをつうじてコミュ

ニティやグループが「統合」さ

れ、分裂が阻止されました。経

済というのは、交換だけでな

く、互酬や再分配も含まれるのであるということです。 

 

21 世紀の終わりには人口成長率がゼロに近づくことが示されています。日本でも過去にお

いて人口縮減の危機的時

代がありました。このような

時期に人間は支えあい、

たすけあうということです。

また、スウェーデンおよび

アメリカでも危機的状況が

発生しており、それを克服

するうえで「共同と連帯」、

「社会保障によるすべての

人たちの包摂」などの、た

すけあいの考え方が重要

な役割を担ったのでした。 

 

危機の時代とは「誰かが困っている時代」ではありません。大勢の人が困っている時代、つ
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まり誰かの時代ではなく、みんなの時代になりつつあるということです。その中で互酬や再分配

に象徴されるような、相互扶助・支えあいの仕組みをつくり変えていけば、経済そのもののあり

方を変えていくことになるでしょう。 

 

私は「経済の時代」と表現します。そこでは顕示的な「みせびらかし」のための消費がありま

す。さらに、議会・国会でみん

なに共通すると議論され、税

で対応される共通ニーズがあ

ります。さらに人々が自分自

身でみたしていく個別ニーズ

があります。これらをお金でみ

たしてきた時代を「経済の時

代」と呼んだのです。ところが

この経済の時代が終焉を迎え

つつあるのです。みせびらか

しの消費を抑え、個別ニーズ

や、共通ニーズをみたしていく時代に変わってきているのです。 

 

私は、医療、教育、介護、子育て、障がい者の福祉に関わるさまざまなベーシックサービス

をすべての人々に無償で提供するために、必要な財源を税で賄っていく社会のあり方を議論

してきました。この点について

は、日弁連も連合も自民党も大

きな方向性としては一致してい

るといって良いでしょう。ただ、こ

こでは公的な意味での共同性

なのであって、今後さらに私的

な領域で互酬や再分配が変わ

っていくのか考えてみたいと思

います。しかも、私的領域のな

かで公・共・私のベストミックスが

作られていくのか。 

あらたな互酬・再分配の仕組

みをつくっていく中で、実践ではどういうニーズがあるのか明らかにしていこうと思います。神奈

川県を拠点とする研究会の委員が「共有知」を持ち、実践の過程で活かし、連携したいと思い

ます。 

＜文責：全労済協会調査研究部＞ 


